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世界に誇る地下水を未来に伝える
市民・事業者・行政協働による地下水保全対策
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Profile

阿
蘇
外
輪
山
西
麓
か
ら
熊
本
平
野
及
び
そ
の
周

辺
台
地
に
広
が
る
熊
本
市
を
含
む
11
市
町
村
か
ら

な
る
熊
本
地
域
は
豊
富
な
地
下
水
の
恩
恵
を
受
け

て
お
り
、
そ
の
水
道
水
源
の
ほ
ぼ
全
て
を
地
下
水

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
清
ら
か
な
地

下
水
は
地
域
の
産
業
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
熊
本
地
域
は
温
暖
な
気
候
や
阿
蘇
が
育

ん
だ
肥
沃
な
土
地
を
利
用
し
多
様
な
農
畜
産
物
の

生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
熊
本
地
域

で
は
、
地
下
水
保
全
と
農
業
の
共
存
共
栄
が
重
要

か
つ
大
切
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
及
び
熊
本
地
域
は
、
行
政
の
枠
組
み
を

超
え
、
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
及

び
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
多
様
な

セ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、
地
下
水
の
水
量
・
水
質
の

保
全
目
標
達
成
の
た
め
の
各
種
事
業
を
創
設
し
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
様
な
地
域
が
一
体
と

な
り
連
携
し
た
取
組
は「
２
０
１
３
国
連“
生
命
の

水
”最
優
秀
賞
」を
受
賞
す
る
な
ど
国
際
的
に
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

熊本
地域

宮崎県

大分県
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行
政
の
枠
を
超
え
地
下
水
を
守
る

熊
本
地
域
は
、
阿
蘇
大
噴
火
の
火
砕
流

が
降
り
積
も
っ
て
で
き
た
特
有
の
地
質
構

造
に
よ
り
、
一
つ
の
大
き
な
地
下
水
盆
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
下
水
は
、
生
活
水
準
の
向
上
や
産

業
経
済
の
発
展
等
に
伴
い
、
需
要
が
年
々
増

加
し
、
地
盤
沈
下
や
湧
水
量
が
減
少
す
る
等

地
下
水
障
害
が
一
部
の
地
域
で
生
じ
始
め
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
熊
本
県
・
熊

本
市
共
同
で
、
1
9
7
0
年
代
、
1
9
8
0

年
代
、
1
9
9
0
年
代
と
計
3
回
地
下
水

調
査
が
実
施
さ
れ
、
地
下
水
プ
ー
ル
や
地

下
水
バ
イ
パ
ス
の
存
在
が
解
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
下
水
の
将
来
予
測
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
で
、
広
域
的
な
熊
本
地
域
の
地
下

水
保
全
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
熊
本

県
及
び
熊
本
地
域
11（
当
時
16
）市
町
村
長

で
構
成
さ
れ
た「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対

策
会
議
」を
は
じ
め
と
し
て
、「
財
団
法
人

熊
本
地
下
水
基
金
」、「
熊
本
地
域
地
下
水

保
全
活
用
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、
地
下
水

利
用
者
間
で
の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。�

更
に
、
効
率
・
効
果
的
な
地
下
水
保
全

対
策
を
広
域
的
に
実
施
し
、
地
下
水
環
境

の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、
前
述
の
3
組

織
を
統
合
し
、
2
0
1
2
年
4
月
に
公
益

財
団
法
人「
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
」（
以

下「
地
下
水
財
団
」）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。�

熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画

「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
会
議
」で

策
定
さ
れ
た「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保

全
管
理
計
画
」は
、
熊
本
県
、
熊
本
地
域
11

市
町
村
の
参
画
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ

の
計
画
の
特
徴
は
、
地
下
水
か
ん
養
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
現
状
を
把
握
し
、地
下
水
量
・

質
に
お
け
る
課
題
の
共
通
認
識
を
図
る
と

と
も
に
、保
全
目
標
値
を「
量
・
質
の
両
面
」

か
ら
設
定
し
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
目
標
達
成
を
具
体
的
に

実
施
す
る
た
め
に「
行
動
計
画
」が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
行
動
計
画
は
既
に
第
三

期
目
が
2
0
1
9
年
3
月
に
策
定
さ
れ
、

管
理
目
標
に
基
づ
い
た
具
体
的
施
策
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
期
行
動
計
画
の
主
な
内
容
は
、
①

地
下
水
か
ん
養
対
策（
水
田
湛
水
事
業
、

水
源
か
ん
養
林
の
整
備
等
）、
②
節
水
対

策（
節
水
設
備
等
の
普
及
、
節
水
の
意
識

啓
発
）、
③
地
下
水
質
保
全
対
策（
硝
酸
性

窒
素
の
発
生
源
対
策
な
ど
）、
④
地
下
水

保
全
の
普
及
・
啓
発（
水
環
境
教
育
・
啓

発
活
動
の
推
進
な
ど
）、
及
び
⑤
地
下
水

の
活
用（
地
下
水
ブ
ラ
ン
ド
、
情
報
発
信
）

の
5
項
目
か
ら
な
り
ま
す
。

１
９
７
０
年
代
、
地
下
水
位
低
下
や
湧
水
量
の
減
少
が

表
面
化

こ
れ
ま
で
の
取
組

「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
」策
定

（
２
０
０
９
～
２
０
２
４
）

（
熊
本
県
及
び
１
１
市
町
村
）

2008.9

「
第
三
期
行
動
計
画（
２
０
１
９
～
２
０
２
４
）策
定

　
2019.3

「
第
二
期
行
動
計
画（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
）策
定

　
2014.3

国
連“
生
命
の
水
”
最
優
秀
賞
受
賞

　
201３

.3

「
公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
」設
立

　
2012.4

「
熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
」改
正（
熊
本
県
）

　
2012.3

「
第
一
期
行
動
計
画（
２
０
０
９
～
２
０
１
３
）策
定

　
2009.2

「
財
団
法
人
熊
本
地
下
水
基
金
」設
立（
熊
本
市
）

1991.3

「
熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
」制
定（
熊
本
県
）

1990.10

「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
活
用
協
議
会
」設
立

（
熊
本
市
）

1995.2

「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
会
議
」設
立

（
熊
本
県
及
び
熊
本
地
域
11
市
町
村
）

　
1986.10

「
熊
本
市
地
下
水
保
全
条
例
」制
定

（
熊
本
市
）

1977.９

熊本地域の地下水流動の仕組
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連
携
基
盤
と
し
て
の

財
団
の
存
在

「鍵」
その1

　
　

「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計

画
」に
基
づ
く「
第
一
期
行
動
計
画
」の
中

で
、
熊
本
地
域
の
持
続
的
な
水
循
環
を
確

立
す
る
た
め
に
、
新
た
な
推
進
組
織
の
設

立
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

2
0
0
9
年
度
か
ら
資
金
確
保
の
た
め
の

新
た
な
負
担
方
式
の
検
討
が
は
じ
ま
り
、

2
0
1
0
年
度
に
新
た
な
組
織
を
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
、
前
述
の
と
お

り
2
0
1
2
年
度
に
地
下
水
財
団
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
水
財
団
で
は
、
県

知
事
を
議
長
と
し
、
熊
本
地
域
11
市
町
村

長
、
地
下
水
採
取
企
業
の
代
表
、
土
地
改

良
区
、
N
P
O
等
に
よ
る
独
自
の
諮
問
機

関「
く
ま
も
と
地
下
水
会
議
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
具
体
的
な
対
策
が

審
議
さ
れ
、
地
下
水
保
全
の
方
向
性
を
示

し
た
提
言
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
地

下
水
財
団
で
、
熊
本
地
域
の
住
民
、
事
業

者
、
行
政
と
協
働
で
地
下
水
保
全
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
財
団
の
主
な
財
源
は
、
賛
助
会

「
く
ま
も
と
育
水
会
」の
行
政
会
員
で
あ
る

熊
本
県
、
熊
本
地
域
11
市
町
村
、
水
道
事

業
者
が
毎
年
の
取
水
量
に
対
し
、
1
ト
ン

あ
た
り
0
・
3
円
を
乗
じ
拠
出
す
る
事
業

費
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
会

員
で
あ
る
自
治
体
は
別
に
運
営
費
負
担
金

も
拠
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
一
般

の
事
業
者
や
個
人
の
く
ま
も
と
育
水
会
会

員
が
取
水
量
に
応
じ
た
会
費
を
毎
年
負
担

し
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
に
改
正
さ
れ
た
熊
本
県
地

下
水
保
全
条
例
に
よ
り
、
熊
本
地
域
の
地

下
水
採
水
者
に
対
し
、
雨
水
の
浸
透
な
ど

敷
地
内
か
ん
養
や
水
田
湛
水
な
ど
の
敷
地

外
か
ん
養
な
ど
、
地
下
水
採
取
量
の
少
な

く
と
も
1
割
の
地
下
水
か
ん
養
を
義
務
づ

け
ま
し
た
。
か
ん
養
量
を
確
保
で
き
な
い

場
合
、
採
取
量
に
応
じ
た
寄
付
金
を
地
下

水
財
団
等
へ
拠
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
ま
す
。

地
下
水
保
全
の
取
組
み
は
多
く
の
関
係

者
と
の
連
携
と
と
も
に
、
現
在
ま
で
熊
本

地
域
で
行
わ
れ
た
熊
本
県
・
熊
本
市
の
調

査
結
果
の
ほ
か
、
大
学
等
に
よ
る
長
年
の

調
査
・
研
究
成
果
の
知
見
の
積
み
重
ね
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

地
下
水
の
知
見
の
蓄
積
は
こ
れ
ま
で
の
事

業
推
進
に
も
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

地
下
水
財
団
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研

究
成
果
の
一
元
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

地
下
水
の
水
位
や
水
質
、
流
動
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
研
究
を
大
学
等
と
協
働
で
進
め
、

地
下
水
の「
見
え
る
化
」を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
財
団
で
は
、
熊
本
地
域
の
体
系

的
か
つ
合
理
的
な
地
下
水
保
全
対
策
の
検

討
を
行
う
た
め
、
毎
年
、
大
学
等
専
門
機

関
の
有
識
者
を
顧
問
と
す
る
学
術
顧
問
会

議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
術
顧
問
会
議

で
は
、
広
域
的
な
地
下
水
保
全
に
取
り
組

む
財
団
の
活
動
、
運
営
等
に
対
し
、
支
援
、

助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
財
団
で
は
、
熊
本
県
・

熊
本
地
域
11
市
町
村
及
び
水
道
事
業
者
等

の
行
政
担
当
者
向
け
の
地
下
水
保
全
の
勉

強
会
を
令
和
2
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
2
年
度
は
、
地
下
水
の
流
れ
や

か
ん
養
事
業
な
ど
の
水
量
対
策
や
、
地
下

水
質
の
変
化
や
汚
染
の
原
因
、
熊
本
地
震

の
地
下
水
の
変
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
て
お
り
、
熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
な

ど
の
専
門
的
な
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

行
政
間
の
連
携
を
図
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
の

調
査
・
研
究

「鍵」
その2

熊本地域における協働の地下水保全の概念図

熊本地域における協働の地下水保全の概念図
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第
三
期
行
動
計
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
行
政
・
事
業
者
・
住
民
等
が
連
携

し
た
多
様
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
域
の
地
下
水
か
ん
養
事
業
で
は
、

2
0
0
4
年
か
ら
熊
本
市
、
大
津
町
、
菊

陽
町
、
地
元
J
A
、
土
地
改
良
区
等
が
協

議
会
を
設
置
し
白
川
中
流
域
の
転
作
田
を

活
用
し
た
湛
水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
財
団
を
中
心
と
し
て
、
冬

に
休
耕
田
の
湧
水
を
利
用
し
て
水
を
張
る

「
冬
期
湛
水
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
5
町
村（
益
城
町
、
大
津
町
、
西
原

村
、
甲
佐
町
、
御
船
町
）の
7
地
区
で
冬
期

湛
水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

益
城
町
で
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
が
地
下
水
財
団
と
連

携
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
下
水
財
団
で
は
今
後
の
更
な
る
地
下
水

か
ん
養
量
増
加
の
た
め
に
、
熊
本
県
及
び

関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
新
規
候
補
地
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
湛
水
事
業
を
実
施
し
て
い
る
水
田

の
一
部
で
は
、
個
人
や
企
業
が
オ
ー
ナ
ー

と
な
る「
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」が
実
施
さ

れ
、
農
業
体
験
を
通
じ
て
農
地
保
全
と
地

下
水
保
全
の
関
係
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
熊
本
地
域
の
住
民
に
対
し
、

都
市
部
で
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
と
し
て

の
雨
水
浸
透
ま
す
や
、
節
水
活
動
と
し
て

の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
費
用
に
つ
い

て
、
実
施
市
町
村（
熊
本
市
は
独
自
で
実

施
）を
通
し
て
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
硝
酸
性

窒
素
に
よ
る
汚
染
が
熊
本
地
域
で
も
広
域

的
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
0
4
年

度
に
熊
本
県
が「
熊
本
地
域
硝
酸
性
窒
素

削
減
計
画
」を
策
定
し
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
下
水
質
保
全
対
策
は
地
下
水
の
流
れ

の
影
響
も
あ
り
、
地
域
が
連
携
し
て
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
下
水

財
団
で
は
水
循
環
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
熊

本
地
域
の
硝
酸
性
窒
素
濃
度
の
将
来
予
測

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、
地
質
情

報
を
基
に
水
質
対
策
が
必
要
な
重
点
地
域

に
つ
い
て
地
図
上
の
色
分
け
な
ど
の「
見

え
る
化
」な
ど
を
実
施
し
、
対
策
が
必
要

と
な
る
重
点
地
域
の
抽
出
お
よ
び
解
析
を

行
い
、
地
下
水
質
保
全
対
策
推
進
の
た
め

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
適
正
施
肥
を
推
進
す
る

た
め
に
、
硝
酸
性
窒
素
の
土
壌
内
の
動
向

の
把
握
の
た
め
の
調
査
や
農
家
へ
の
土
壌

診
断
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
年
に
亘
り
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
が
関
係
市
町
村
に
提
供
さ
れ
て
お

り
、
2
0
0
7
年
よ
り
硝
酸
性
窒
素
削
減

計
画
を
策
定
し
対
策
を
実
施
し
て
い
る
熊

本
市
と
と
も
に
、
市
町
村
が
硝
酸
性
窒
素

削
減
計
画
を
策
定
す
る
際
の
支
援
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

活動の�
効　果

地
域
全
体
で
の

か
ん
養
量
が

増
加

行
動
計
画
で
は
、水
量
保
全
の
た
め
、

地
域
全
体
で
の
か
ん
養
量
の
目
標
値
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
達
成
に
向

け
て
、
前
述
の
各
種
か
ん
養
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
熊
本
県
民
の
オ

ア
シ
ス「
江
津
湖
」の
湧
水
量
は
、
か
ん
養

対
策
を
開
始
し
た
2
0
0
5
年
度
に
比
べ

て
1
・
2
倍（
2
0
1
7
年
度
実
績
）ま
で

増
加
し
て
お
り
、
江
津
湖
の
湧
水
量
は
着

実
に
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
最
新
の
第
三
期

行
動
計
画
で
は
、
将
来
の
地
下
水
取
水
量

や
か
ん
養
量
を
予
測
・
再
評
価
す
る
こ
と

で
新
た
な
水
量
保
全
目
標
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
参
画
を

促
す
地
下
水
量
保
全
対
策

「鍵」
その3

地
域
連
携
に
よ
る

地
下
水
質
保
全
対
策

「鍵」
その4

江津湖の平均日湧水量の推移


